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I 別紙様式 I 

こどもホタレンジャ ー2018

① 団体名
ど）（学校、 企業、 NGO/NPOなど

③ 活動名（タイトル）

④ 活動場所（様子や環境な比ど）

⑤ 活動したこどもの人数· 学年

⑥ 活動継続年数

活動レポー ト 奨励賞
よみがな ひろやすにししょうがっこう かんきょういいんかい

環境委員会広安西小学校 

よみがなひろにしわきみずさいせいぷろじぇくと
広西湧き水再生プロジェクト～環境X防災x生き物を考えた湧き水の取組～

熊本県益城町

（例：小学〇年生 0人、 中学〇年生 0人 ） 
小学5年生 8名 小学6年生 8名
2 0 1 3年 月 日 ～ 継統中

上記の期間に 回実施した。

業·NGO/NPOなど）の紹介(400字程度以内で簡潔に）⑦ 活動グルー プ（学校·企業
本校は熊本市と隣接した学校

校区には熊本産業展示場「グラ
新興住宅地も増えている。 平成
学校区内も甚大な被害を受けた
すく、学校区の南側には阿蘇か
湧き水のよさを調べ続けている

区内にある。児童、職員を合わせると800名を超える比較的規模の大きな学校である。学
ンメッセ熊本」や九州自動車道「益城熊本空港IC」があり、 熊本市のベッドタウンとして
28年熊本地震では、 国内初の同ー地域による2度の雲度7を経験している学校区であり、

今なお、仮設住宅やみなし仮設住宅から通学している児童もいる。学校区はとても住みや
らの湧き水も出ており、たくさんのよさがある。本校の環境委員会は、この学校区内にある

熊本地震で出なくなった湧き水もあるが、湧き水から防災について考え、地震前や昔のよ
うにたくさんの生き物が住める湧き水になるよう行動しているグルー •プである。 今後も活動を続けていきたいと考えてい
る。
＿ 

内で簡潔に）⑧ 活動の概要(600字程度以

熊本市や熊本市周辺地域の生
けた。学校区で出ている阿蘇か
始まったのが活動のきっかけで
阿蘇だけでなく、水俣市や八代市
ったりしてきた。このような学
活で湧き水と触れ合えるような
出なくなってしまい、しばらく

tである水を育んでいる阿蘇地域だが、平成24年九州北部豪雨により甚大な被害を受
き水を守りたい、また熊本の環境を守りたいと思う当時の環境委員会児童の思いから
最初は実際に阿蘇に行き、阿蘇の湧き水について現地の人にインタビュ ーをしたり、
池市など多くの場所に足を運び、水や農作物などについての調べ学習や清掃活動を行
学校区に出ている湧き水に生かそうと、湧き水周辺清掃活動を中心に、誰もが日常生
考えてきた。しかし、 平成28年熊本地震が発生した。調べていた湧き水も数か所で
湧き水活動ができないと諦めかけてしまった。ただ、出ている場所もあり、まずはそ
や水質調査を始めた。今年は災害に強い益城町や本学校区にしていくために私たちがこから調べていこうと、再窃青掃活動

できることを考え、湧き水と熊本地震
にするためのプロジェクトとし

の関係、そして地震前や昔のようにたくさんの自然や生き物に囲まれた湧き水の場所
）ている。

こどもたちの先生や団体の代表（おとな）が記入してください。※この用紙には、 活動した
※受賞団体の活動報告書等Iま、環境省のホームペー ジヘの掲載等、 広報活動に活用させていただきます。
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